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lスカラー
l １つの変数，１つの値を意味する．小文字斜体で表記する．
l

lベクトル

l複数のスカラーを縦に並べたもの．小文字斜体太字で表記する．
l
l Nを要素数と呼ぶ．回帰分析ではサンプル数，バッチ数に対応する
l Tは転置（縦横を逆転すること）の記号

l行列
l複数のベクトルを横に並べたもの．大文字斜体太字で表記する．

l

変数の表記

𝑥

𝒙 = 𝑥1, 𝑥2, … , 𝑥𝑁 T

𝑿 = 𝒙1, 𝒙2, … , 𝒙𝑀 =
𝑥11 ⋯ 𝑥1𝑀
⋮ ⋱ ⋮
𝑥𝑁1 ⋯ 𝑥𝑁𝑀
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lスカラー同士の和，差，積，商
l省略

lスカラーaとベクトルxの演算
l積：𝑎𝒙 = 𝑎𝑥1, 𝑎𝑥2, … , 𝑎𝑥𝑁 T

l商： 𝒙/𝑎 = 𝑥1/𝑎, 𝑥2/𝑎,… , 𝑥𝑁/𝑎 T

lベクトルxとベクトルaの演算（ xと a要素数が同じと仮定する）
l和，差：𝒙 ± 𝒂 = 𝑥1 ± 𝑎1, 𝑥2 ± 𝑎2, … , 𝑥𝑁 ± 𝑎𝑁 T

l積（線形結合）： 𝒙T𝒂 = 𝑥1𝑎1＋𝑥2𝑎2＋…＋𝑥𝑁𝑎𝑁 = 𝒂T𝒙

ベクトル・行列の四則演算１
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l行列Xとベクトルaの積(Xの列数とaの要素数が同じと仮定する)

l行列Xaの行数はN（Xの行数），列数は１ （aの列数）である．
l行列Xa第n要素は行列Xのn行目とベクトルa の積(線形結合)

ベクトル・行列の四則演算２

𝑿𝒂 =
𝑥11 ⋯ 𝑥1𝑀
⋮ ⋱ ⋮
𝑥𝑁1 ⋯ 𝑥𝑁𝑀

𝑎1
…
𝑎𝑀

=

3 𝑥1𝑚𝑎𝑚

5

678…

3 𝑥𝑁𝑚𝑎𝑚

5

678

=
𝒙1T𝒂
…

𝒙𝑁T𝒂

𝒙𝑛 = 𝑥𝑛1, … , 𝑥𝑛𝑀 T
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l行列XとベクトルAの積(Xの列数とAの行数が同じと仮定する)

l行列XAの行数はN（Xの行数），列数はL（Aの列数）である．
l行列XAのn行m列要素は行列Xのn行目と行列Aのl列目の積
(線形結合)

ベクトル・行列の四則演算３

𝑿𝑨 =
𝒙1T𝒂1 ⋯ 𝒙1T𝒂𝐿
⋮ ⋱ ⋮

𝒙𝑵T𝒂1 ⋯ 𝒙𝑵T𝒂𝐿
= 𝑿𝒂1, … , 𝑿𝒂𝐿 T

𝑿𝑨 =
𝑥11 ⋯ 𝑥1𝑀
⋮ ⋱ ⋮
𝑥𝑁1 ⋯ 𝑥𝑁𝑀

𝑎11 ⋯ 𝑎1𝐿
⋮ ⋱ ⋮
𝑎𝑀1 ⋯ 𝑎𝑀𝐿

=

3 𝑥1𝑚𝑎𝑚1

5

678

⋯ 3 𝑥1𝑚𝑎𝑚𝐿

5

678
⋮ ⋱ ⋮

3 𝑥𝑁𝑚𝑎𝑚1

5

678

⋯ 3 𝑥𝑁𝑚𝑎𝑚𝐿

5

678

𝒙𝑛 = 𝑥𝑛1, … , 𝑥𝑛𝑀 T

𝒂𝑙 = 𝑎1𝑙, … , 𝑎𝑀𝑙 T
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l正方行列：行数と列数が同じ行列

l単位行列：正方行列で対角要素が1，その他の要素がゼロの行列

l逆行列：正方行列Xに対して，XA=AX=Iとなる行列

l対称行列： 転置しても変化しない行列（X=XT)

特別な行列

1 2
3 4

1 0
0 1

単位行列はI，Eと表記されることが一般的．
本資料ではIと表記する．

1 2
3 4 に対する逆行列は

−2 1
1.5 −0.5

Xに対する逆行列はX-1と
表記されることが一般的
（割り算のイメージ）

1 0
0 1

1 3
3 1 XTX（次ページで説明）
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l転置の公式

行列に関する公式

(X1X2) T=X2TX1T

l微分の公式（aとAは定数）

(XTX) T=XTXTT= XTX
(X1T) T=X1

XTXが対称行列である証明

T¶
=

¶
a x a
x
T

2¶
=

¶
x xA Ax
x （Aが対称行列の場合）

回帰分析をする際には，高校生の感覚で微分して大丈夫です．
（axをxで微分するとa，ax2をxで微分すると2axみたいに）


